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西郷小学校

阪神大石駅 10
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「雨プロジェクト」
（ウェザーニュース社）
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「おはよう朝日です」
の「近畿のみんなで
ソラをライブ」↑

ウェザーニュース社
「ウェザーリポーター」
「雨プロジェクト」→
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ウェザーニュース社の特徴（1/2）

• サポーター（160万人）、ウェザーリポーター（10万人）
• いたずら情報（1%程度）
• 「見えなかったことが見えてきた」。（１）稀少現象、（２）

1万人を超えるあたりから「量が質を上まわる感じ」
• 観測と感測のギャップ自体を情報化：「ゴー」は、東京
では時間20ミリくらいから50%越え、高知では50ミリくら
いで50%越え。

• 信頼性への疑問：電話による確認（登録制）、複数レ
ポートの照合、気象庁他機関で公表されるデータや、
自前の観測情報との照合、「変化を見る」

• ウェザーニュースvs.気象庁：2009年台風18号 上陸は
三重県or愛知県？ 「気象業務法」
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• ゲリラ豪雨3万→5万
人、さくら2万人、クマ
ゼミ、花粉、竜巻も

• 共感、Give &Takeで
なく、Join & Share：
「私の情報が役に
立った」

• 「観測」（だけ）から
「感測」へ

• 「情報提供→対応の
推奨」のパッケージ販
売
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ウェザーニュース社の特徴（2/2）
• 「情報の自助・共助」
• 「感測」：五感を使って気象を知る。環境を知る。漁業にしても
農業にしても、気象を五感で感じとっていた。昔は。それを、現
代風にアレンジ。

• 日常の情報発信との組み合わせ：「近所の××公園でチュー
リップが咲いていた。桜がさいた。セミが鳴いた」。この種の
「昼のいこい」の世界と同じフレームワーク（同じ機器で）、「す
ごい雨が降ってきた。黒い雲が××の方向に見える」をレポー
ト。

• 他人の役に立てること：「自分の指一本で（ケータイで）他人の
命を守ることができる」（もちろん、この裏側に、指一本で他人
の命を奪うこともあるという否定的意見がある）。

• 情報の発信者／受信者、プロ／アマ、援護者／要援護者の
固定的区分の克服：「してもらう、助けてもらう」ではなく。「する、
自分にできることをする」となったときの、人間のモーチベー
ション。「寝たきりの方でも、窓から空を見上げてクリティカルな
情報をおくることができる」。


